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成人前期の愛着スタイルと 
自閉症スペクトラムとの関連
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Ⅰ　目的
昨年の発表ではBaron-CohenらのEmpathizing-

Systemizing理論に基づいて，「男性脳」の特性を
示すものは回避型の愛着の得点が有意に高いこと

を報告した（田中・佐渡・西田，2014；西田・田
中，2014）。
今年度は特に成人前期までに内的作業モデルを

通して形成された愛着スタイルに着目して，自閉

症スペクトラムの特性とどのように関連するのか

を探ることを目的とする。

Ⅱ　方法
１対象：首都圏の大学に在学する大学生225名（男
性104名，女性121名，平均年齢19.7）
２期間：2014年７月初旬
３質問紙の構成：（1）対象者の属性：性別，学年，
年齢等からなる。

（2）一般他者版成人愛着スタイル尺度（Brennan, 
1988）：下位尺度は「見捨てられ不安」18項目,「親
密性の回避」12項目からなり合計30項目で構成さ
れる。

（3）内的作業モデル尺度（戸田, 1988）：成人の
内的作業モデルの質を評価するための尺度であ

る。下位尺度は「安定型」「アンビバレント型」「回

避型」の３つからなり，各6項目の合計18項目で
構成される。

（4） 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 指 数（Autism-
SpectrumQuotient, Baron-Cohen, 2001以下「AQ」
とする）：下位尺度は「社会的スキル」「注意の切

り替え」「細部への注意」「コミュニケーション」

「想像力」の各10項目からなり，合計50項目で構
成される。

（5）AS困り感尺度（山本・高橋,2009）：自閉症ス
ペクトラムの行動特徴を有する学生の日常生活に

おける支援ニーズの把握を目的としており，合計

25項目で構成される。
Ⅲ　結果・考察

成人前期の愛着スタイルと自閉症スペクトラム

との関連を検討するために，成人の愛着を測定す

る「一般他者版成人愛着スタイル」および「内的

作業モデル」と自閉症スペクトラムを測定する

「AQ全体」と「５下位尺度」および「AS困り感」
との間で相関係数を算出した（Table1）。主な結
果は以下の通りである。

○一般他者版成人愛着スタイルの下位尺度「見捨

てられ不安」「親密性の回避」の双方が「AQ全体」
および「社会的スキル」「コミュニケーション」

という対人関係の側面との間に明確な正相関が示

された。

○AQ尺度の全般および「AS困り感」は，内的作
業モデルの「安定型」との間では負相関を示し（女

性の方がより明確に関連している），内的作業モ

デルの「アンビバレント型」「回避型」とでは正

相関を示した。安定した愛着形成は定型発達の基

盤となりうること，また発達的な弱点を補填しう

る可能性が示唆される。
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